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SouichirouKUROKI

Thecommunicationprogrambetweenahostcomputerandamicrocomputerisdevelopedin

thispaper．ＴｈｅｐｒｏｇｒａｍｉｓｗｒｉｔｔｅｎｉｎＮ８８－ＤＩＳＫＢＡＳＩＣ（86）ａｎｄｔｈｅｍｉｃｒｏｃｏｍｐｕｔｅｒｉｓａ
ＰＣ－９８０１（ＮＥＣ)．

Thisprogramenablesfiletransmissionbetweenthehost（ＭＥＬＣＯＭＣＯＳＭＯ８００Ⅲ＆
ＦＡＣＯＭＭ－３８２）andtheterminal・Thefiletransmissionprocedureisdescribedindetail，

Theprogramlistingandthemanualareincludedintheappendix．

§１はじめに

マイクロコンピュータは近年の急激な性能の向上，

価格の低下によってかなり普及してきている。それに

ともない周辺機器（プリンタ・ＸＹプロッタ.Ａ／Ｄ

コンバータ等）も比較的手軽に使用できるようになっ

た。また大学等のＨＯＳＴコンピュータもＴＳＳ処理

が主流となり，鹿児島大学においても昭和57年度の計

算機更新時からＴＳＳ処理になっている。同じ頃16ビ

ットのマイクロコンピュータが販売されはじめ，大容

量・高速処理が研究室単位でパーソナルに利用されて

いる。

１６ビットマイクロコンピュータが大容量・高速処理

と言っても，８ビットマイクロコンピュータに比較し

てのことであり，容量・速度の面で大型コンピュータ

に及ぶべくもない。マイクロコンピュータはパーソナ

ルな利用に適しており，処理速度を問題としない科学

技術計算や，実験等の計測制御に今後ますます利用さ

れていくものと考えられる。しかし，マイクロコンピ

ュータの処理速度及び使用可能な周辺機器には限界が

あり，また大型コンピュータには不特定多数のユーザ

が限られた周辺機器を利用するため小回りが効かない

という不便さもある。そこでマイクロコンピュータを

大型コンピュータのＴＳＳ端末化し，さらにプログラ

ムやデータの転送を可能にすることによって，お互い

の長所を生かした利用をすることができ便利である。

さらに他大学の大型コンピュータにもＮ１ネットワー

クで接続されており，研究室から他大学のＨＯＳＴコ

ンピュータにアクセスすることが可能であり，より高

速な計算処理やデータベースが簡単に利用できる。

マイクロコンピュータは通信機能を標準で装備して

おり，ＢＡＳＩＣ言語で通信制御プログラムを記述でき

る。従ってＨＯＳＴコンピュータの通信手続きにのっ

とった処理をマイクロコンピュータ側で行えば比較的

簡単にプログラムを作成できる。またプログラムや

データ等のファイル転送についてはＨＯＳＴコンピ

ュータの機種によってサポートの有無があり，転送手

順もいくつかのレベルが規格化されており複雑である。

しかし，ＨＯＳＴコンピュータの適当なコマンドをシ

ミュレテトすることによりリファイル転送機能を実現

することができる。

本報告では鹿児島大学のＨＯＳＴコンピュータ

（ＭＥＬＣＯＭＣＯＳＭＯ８００Ⅲ）及びＮ１ネットワーク

によって接続できる九州大学のＨＯＳＴコンピュータ

（FACOMM-382）を対象としたマイクロコンピ
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ユータのＴＳＳ端末プログラムについて述べる。使用

機種はＮＥＣＰＣ－９８０１であり，使用言語はN88-

DISKBASIC（86）とした。

§２構成機器と通信手続き

構成機器は図－１に示すとおりである。ＭＥＬＣＯＭ

ＣＲＴ

ディスプレイ

ＦＡＣＯＭ

九大

ＭＥＬＣＯＭ

鹿大

Ｄ・ロＩ

音容カプラ
又はモデム

RS232Cｲﾝﾀー ﾌｪー ｽ

ＰＣ－９８０１

図－１構成機器

他大学
ホストコンピュータ

フロッピィ
ディスクユニット

ＣＯＳＭＯ800ⅢのＴＳＳ端末としてマイクロコンピ

ュータの具備すべきハードウェア仕様としては(1)

RS232Cインターフェース，(2)４線式（全二重)，（３）

無手順，(4)回線速度は音響カプラの場合300bps，

モデムの場合1200bpsである。またデータ・コード

形式は７ビット（ASCII）＋１ビット（パリティ・偶

数）＋１ビット（スタート）＋１ビット（ストップ）

となっている。ＰＣ－９８０１の場合，ハードウェアの設

定としては，(4)の回線速度に合わせてメモリスイッ

チを書き換える程度の操作ですむ。一旦書き換えてお

けば電源を切っても残っており，以後いちいち設定す

る必要はない。データ・コード形式はＢＡＳＩＣプロ

グラム内で自由に設定できる。Ｎ１ネットワークによ

って他大学のＨＯＳＴコンピュータに接続する場合に

もＭＥＬＣＯＭのＮＶＴサーバの管理下に置かれるの

で，特に変更は必要ない。次章からは上記の条件をも

とにしたプログラムの開発について述べる。

§３通信プログラム

マイクロコンピュータで通信を行うためには，一般

の端末機をエミュレートするプログラムを作成しなけ

ればならない。その一つの手順としては(1)回線に

ＨＯＳＴコンピュータからの受信データがあるか，（２）

あればそのデータをディスプレイ上に表示する。（３）

キーボードからの入力データがあるかどうか，(4)あ

ればそのデータをＨＯＳＴコンピュータに送信する。

そして(1)に戻るという繰り返しである。その際，通

信は無手順で行われるためＨＯＳＴコンピュータから

のデータを取りこぼさないために受信処理を優先する

必要がある。通信プログラムのフローチャートを図一

２に示す。この他通信回線の割り込みを利用する方式

委謝委謝潔諦
フ ァ に
るか？

ＮＯ

ＹＥＳＹＥＳ

文字の銃み込み キー

ディスプ し イに表示１１文字蔦
図－２通信のフローチャート

１４００ＰＥＮ
9勺

ＣＯＭｌ：Ｅ７１ＮＳ
０勺

ＡＳ＃１：ＰＲＩＮＴ＃１

１５０Ｌ＝ＬＯＣ（１）：ＩＦＬＴＨＥＮｌ８０

ＮＯ

，

１６０Ａ＄＝ＩＮＫＥＹ＄：ＩＦＡ＄＜＞，'､，ＴＨＥＮＰＲＩＮＴ＃１ ， Ａ＄；
ｌ７０ＧＯＴＯ１５０

ｌ８０ＰＲＩＮＴＩＮＰＵＴ＄（Ｌ，ｌ）；：ＧＯＴＯｌ５０

図－３通信プログラムの例

もあるが，今回は図－２のようなソフトウェアスキャ

ン方式を採用している。図－３にソフトウェアスキャ

ン方式による通信プログラムの例をあげる。図のよう

にわずかな行でプログラムを組むことができるが，こ

れに各種の便利な機能を組み込んだり，ＴＳＳ端末動

作を正常に行わせるためにはいろいろなルーチンが必

要となる。このように開発したプログラムの全リスト

を付録に示している。次章からは各機能についてプロ

グラムと対応させて述べる。

§４機能及びプログラムの説明

主な機能はＴＳＳ端末としての動作とＨＯＳＴコン

ピュータとのファイル転送機能に集約できる。プログ

ラムは送受信の文字データ処理が主体となる。
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Ｎ８８－ＤＩＳＫＢＡＳＩＣ(86)では文字データ処理を多用す

るとガベージコレクション（文字列変数のちり集め）

によってある間隔毎（最大約６０Ｋバイトの文字処理）

にプログラムの実行が一次停止するという不都合な問

題がある。特にファイル受信時にガベージコレクショ

ンが起きると受信バッファのオーバーフローを生じ，

それ以後のデータは取り込むことができない。従って

ファイル受信時にはガベージコレクションを強制的に

起こさせるFRE(0)関数を使いソフト上の対策を行っ

ている。また，通常の交信を長く続けているとやはり

ガベージコレクションが生じ，それ以降交信が続行で

きなくなる。この対応をプログラム利用者に意識させ

ずに行うことはN88-DISKBASIC(86)でプログラ

ムを作成する限り不可能に近い。（機械語では可能）

一方ＰＣ－９８００は強力なＴＥＲＭ（ターミナル）コマ

ンドをもっており，このコマンドを実行した状態の

ターミナルモードで交信する限りガベージコレクショ

ンは生じない。従って本プログラムではプログラムで

交信するＢＡＳＩＣモードからターミナルモードへ，

またターミナルモードからＢＡＳＩＣモードへと切り

換えることによって対応している。

§４．１初期設定

プログラムの９０～１９０行で初期設定を行っている。

配列ＭＰＳはファイル受信時のバッファとして使う。

120～130行は主に制御コードの文字変数を設定して

いる。ＣＳＲＣＬ＄はカーソルを消去するための文字列

である。ＣＴＬ＄は制御キー入力をメインループで判

別するための文字列であり，受け付ける制御キー（ア

スキーコード０～３１まで）としては改行キー・水平

タプキー・エスケープキー・バックスペースキーの４

つである。１４０行以降はタイトル表示，プリンタの印

字モード設定，ディスプレイの表示設定，ファンクシ

ョンキーの設定等である。

§４．２メインループ

200～380行がＨＯＳＴコンピュータとの通信処理

のメインループとなっている。基本的には§３で述べ

たソフトウェアスキャン方式のプログラムである。追

加された機能としてはＨＥＬＰキー割り込みによるフ

ァンクションキー説明表示，ＳＴＯＰキー割り込みに

よるブレーク信号送出，ファンクションキー割り込み

による各種機能，カーソル表示，プリンタへの交信の

エコーバック及びターミナルモードとの切り換えであ

る。

図－３のプログラムで通信する場合，カーソルが表

示されずに不安である。そこでＢＡＳＩＣによるカー

ソル表示機能を付加した。カーソル表示は２８０．２８５

行で行っている。まず現在のカーソル位置（Ｘ桁，Ｙ

行）を調べ，その位置にカーソルを表示する。カーソ

ルの形はユーザの好みで文字コードの中から一文字選

択できる。本プログラムではターミナルモードのカー

ソルと区別するため“アンダーパー”を使用している。

次のその位置がスクロール画面の最下行で７９桁目

（一行の最後の桁）であれば自動的にスクロールされ

るのでカーソル行を一行減じる。そしてカーソル文字

を点滅させ，カーソル位置をずらす。以上の手順で

カーソル表示機能を実現している。通信回線にデータ

が受信されたり，他の機能の処理を行う場合はカーソ

ルを消去せねばならない。その場合はカーソル消去文

字列（ＣＳＲＣＬ$）を使って消し各処理を実行するよ

うにしている。そのため若干プログラムが複雑になっ

てしまった。

３２０行では制御キー入力の判別を行っている。受け

付ける制御キーは前述したように４種類である。た

だしバックスペースキーは文字消去に使用すると不都

合が生じるので，デリートキーコード（127）に変更

して送信するようにしている。３７０行では交信をプリ

ンタへエコーバックする。ただしプリンタの印字速度

によっては正常に印字できない場合があるので，注意

を要する。通信速度を300bps（音響カプラ使用時）

で行う場合は問題ないが，1200bps（モデム使用時）

で行う場合，プリンタのバッファ容量との兼ね合いで

決まるので，改行時間も含めて毎秒１２０文字以上の

印字速度をもつプリンタが必要である。ファンクショ

ンキーによる各種機能については付録を参照されたい。

§４．２ファイル転送

本プログラムの主目的はこのファイル転送機能を実

現することにあった。ファイル転送のための通信ルー

チンは図－２，３と基本的には同じであり，ディスプ

レイ表示及びキーボード入力がそれぞれディスクへの

書き出し及び読み込みになる。ただし1200bpsの通

信速度に追いつくために，１行単位（改行コードまで

の文字列）の処理を行わねばならない。またＨＯＳＴ

コンピュータのファイル転送に利用できる適当なコマ

ンドを選択し，その手順を調べなくてはならない。フ

ァイル転送を実現するためのフローチャートを図－４
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受信（
１文字
受信バッファから
１文字読み込む

ファから
み込む

プロプロンプト？

ＹＥ Ｓ

舞薙舞蕊誌馳の

文字列 を送信

ＮＯ

図－４ファイル送信のフローチャート

（ファイル送信)．図－５（ファイル受信）に示す。

図－５でわかるようにファイル受信時のガベージコレ

クション対策が必要であり，最大約６０Ｋバイトの文

字列を受信すると起きるようである。１行の文字数を

ラインプリンタイメージの136桁とすると約４４０行

分に相当する。プログラムでは４００行受信する毎に

一旦ディスクへ書き出し，配列を消去した後ガベージ

コレクションをＦＲＥ（0）関数で強制的に起こし，

また配列を宣言するという処理で対応している。４００

行という単位はＰＣ－９８００のユーザＲＡＭ容量で文

字領域が最大に取れる場合であって，ＲＡＭを拡張し

ていない場合は，４００行より少なくする必要がある。

これはプログラムの１００行にある変数ＭＰＭＸの値

を変更すればよい。（１００にしておけば安全）

６９０行からのファイル転送ルーチンはファンクショ

ンキーの５をたたくことによって起動する。ファイ

ル転送は鹿児島大学のＭＥＬＣＯＭと九州大学の

ＦＡＣＯＭの２つのＨＯＳＴコンピュータに対してサ

ポートしている。プロンプトが異なることを利用して

どちらのＨＯＳＴコンピュータと接続されているか

700～830行で判別し，機種に応じたファイル転送

ルーチンへ飛んでいく。ＭＥＬＣＯＭとのファイル転

送ルーチンは８４０行から初まっており，受信か送信

かを聞いてくる。受信の場合は940～1260行で処理

を行っている。ファイル受信に利用するＭＥＬＣＯＭ

のコマンドはＣＯＰＹ〔転送したいファイル名〕ＴＯ

ＭＥコマンドである。ガベージコレクションは１０５０

行，１２１０行で強制的に起こさせている。送信の処理

は1270～1630行で行っており，先ずＭＥＬＣＯＭで

受信バッファから一行分
の文字列を読み込む
受信パップ
の文字列を

から一行分
み込む

認些碁綴字綴字羅些

ｺﾚﾗ、ＮＯガベージコレク
ション要？一
ガベー
ション

ＹＥＳ

ＨＯＳＴＨＯＳＴからの送信を
一時停止

配列にたま
ティスクに
配列にたまった文字列を
ティスクに書き込む

ガペー
ション
ガページコレク
ションを実行

Ｈ Ｏ Ｓ

送信を
ＨＯＳＴからの
送信を再開

図－５ファイル受信のフローチャート

作られるファイル名を入力するとそのファイルを消去

していることに注意されたい。次にＣＯＰＹＭＥＴＯ

〔作成されるファイル名〕コマンドによってファイル

送信を開始する。一行送信する毎にＭＥＬＣＯＭから

はプロンプト（ピリオド）が送られてくるのでそれを

待って次の一行を送信するという図－４に示した手順

で処理している。送信を完了すると行番号付きのファ

イルへ変換する作業を行い送信ルーチンから抜け出す。

この作業によってＭＥＬＣＯＭ内に作成されたファイ

ルはエディタで表示でき修正することが可能となる。

ＦＡＣＯＭとのファイル転送ルーチンは２４７０行から

初まり，ファイル受信処理は2560～2920行で行う。

手順はＭＥＬＣＯＭの場合と同様であり，ＬＩＳＴ〔転

送したいファイル名〕コマンドを利用している。ファ

イル送信にはＥＤＩＴ〔送信したいファイル名〕ＮＥＷ
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〔ファイル識別子〕コマンドのＩＮＰＵＴモードを利

用しており，2930～3310行で行っている。ファイル

転送の交信が成立せずエラーメッセージが送られてき

たときの処理がそれぞれ含まれている。なおファイル

転送異常時にはＳＴＯＰキー割り込みによってただち

にディスクファイルはクローズされ通常の交信ルーチ

ンに戻ることにしており，それ以後のファイル転送さ

れたデータはディスクに書き込んでいない。

§５おわりに

本プログラムの主目的はＨＯＳＴコンピュータとマ

イクロコンピュータ間のファイル転送機能を実現する

ことである。これによって科学技術計算や計測データ

処理等のコンピュータ活用の一助となると考えている。

プログラミングに際しては解り易いメッセージを表示

し，操作ミスを防ぐようにしているが，好みにあわせ

て適宜プログラムの変更をされても構わない。

今後，スクリーンエディタがマイコン上で利用でき

るよう本プログラムを拡張していく予定である。

なお本報告は第１９回情報処理研究会で発表したも

のの一部である。

2）

3）

4）
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O）
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ＰＣ－９８０１ＢＡＳＩＣリファレンスマニュアル

ＮＥＣ

ＰＣ－９８０１ユーザーズマニュアルＮＥＣ

ＭＥＬＣＯＭＵＴＳ／ＶＳＴＳＳ入門書三菱電機㈱

ＭＥＬＣＯＭＵＴＳ／ＶＳＴＳＳ使用手引書三菱電

機㈱

入江他：ＦＭ－８用インテリジェント端末プログ

ラム九州大学大型計算機センター広報

Vol､１５〃５１９８２

Ｎ１ネットワークの利用法技術解説三菱電機

㈱，鹿児島大学電子計算機室昭和59年９月

鹿大端末による九大大型計算機の利用鹿児島大

学電子計算機室講習会テキスト昭和59年
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付 録

屋巨ブ＜ＴＳＳ鋪患う帳ミラテログーラヱ、（ＫＴＣＰ）VER、２．１９ｆ吏ｊ雫ヨマ去

１．プログラムの実行

プログラムを走らせると先ずプリンタ使用の有無をきいてくる。

１．１プリンタ設定

メッセ ー ジ キーイン

〉ｕｓｅＰＲｌＮＴＥＲ（Ｙ／Ｎ）？ プリンタを使わなければリターンキー

プリンタを使う場合はＹで次へ

>＞ＰＲＩＮＴＥＲＯＮ１１

（ＰＲＩＮＴＥＲＭＯＤＥＭＥＮＵ）

>＞＞ＳＥＬＥＣＴＰＲＩＮＴＥＲＭＯＤＥ？ Ｎ～Ｈから選択

備考

１．２へ

プリンタの電源をいれる。

プリンタのマニュアル参照

１ ２へ

＊プリンタ使用上の注意：①プリンタはＮＥＣ製を対象としているため他社製を使用する場合は１９８０～２０００行、

５７０行の変更を必要とする場合がある。

②ファイル転送以外の交信ではプリンタへのエコーバックをサポートしているが、転送速度

（３００または１２００ボー）とプリンタの印字速度・バッファ容量とのかねあいで印字

が正常に出来ない覇合がある。

１．２ＬＯＧＯＮ

オープニングメッセージ (ＳＴＯＰ） ＢＲＥＡＫ信号送出。モデムの場合。

ＭＥＬＣ Ｏ Ｍ か ら の 音響カプラの場合は無視。

オープニングメッセージ

ＬＯＧＯＮＰＬＥＡＳＥ： 登録番号等 ＊ｆ４キー

以下ＰＣ－９８００はＴＳＳ端末として動作する。

事ｆ４キーによる登録番号等の自動送信：ｆ４キーを押すとプログラムの２３００～２３７０行で設定された登録番号

・ユーザ名・パスワードが送信できる。

２．ファンクションキーの機能（プログラムモーード）

［ｆｌ］・・ターミナルモードに入る。〔ｓｈｉｆｔ〕＋(STOP〕でプログラムモードに戻る。

［ｆ２］・・キー入力中の文字を全て抹消する。（キャンセル信号送出）

［ｆ３］．．Ｎｌネットワークへのリンクコマンド送出［ｆ４］・・登録番号等の自動送信（２．２を参照）

［ｆ５］・・受信の一時停止。（ＨＡＩ‘Ｔ信号送出）［ｆ６］・・ファイル転送モードに入る。（４．を参照）

［ｆ７］・・フロッピィディスク内のディレクトリィ表示。

［ｆ８］・・プリンタのｏｎ／ｏｆｆスイッチ（２．１でプリンタの設定をしていなくてもｈｉｇｈｓｐｅｅｄｐｉｃａｉｎｏｄｅで

動作する。）

［ｆ９］・・フロソピィディスク内のファイルを指定してその内容を表ノパ。（SPACE〕キー→、押している間表示ス

ピードが遅くなる。（Cl､RL〕＋ｓ→一時停止

（２．１の注意にあるようにオンラインでのプリンタへのエコーバックが正常に行なわれない場合は一旦

ファイル転送してきてこの機能と『８キーによってオフラインで印字できる。）

［ｆｌＯ］・・ＬＯＧＯＦＦの後プログラムエンド、ＢＡＳＩＣモードにもどる。

[ＨＥＬＰ］・・ファンクションキーの機能説明表ノパ』

［ＳＴＯＰ］・・ＢＲＥＡＫ信号送出またはファイル転送モード異常時の割り込み“
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３．ファイル転送モード

ｆ６キーをおすとファイル転送モードにはいる。ｆ６キーをおす場合は原則として、鹿大コンピュータではＴＥＬモー

ド（プロンプトが！）、九大コンピュータではコマンドモード（プロンプトがＲＥＡＤＹ）とする。

〉ＨＯＳＴSENSE．．．と表示しＨＯＳＴコンピュータを識別し、各ＨＯＳＴコンピュータに対応したメッセージが表示

される。（鹿大のみのユーザは７１０行をＧＯＴＯ８４０に変更してもよい。）

３．１鹿大コンピュータ（MELCOMCOSMO800III）とのファイル転送

転送方向の選択

メッセージ キーイン 備考

＞＜ＫＡＤＡＩ＞ｌ：ＭＥＬＣＯＭ－－＞ＰＣ－９８００

＞２：ＰＣ－９８００－＞ＭＥＬＣＯＭ

＞SELEＣＴ（ｌＯＲ２：ｃａｎｃｅｌ－＞ｏｔｈｅｒｋｅｙ）？ １（受信）、２（送信）

ファイル受信（ＴＥＬモードのＣＯＰＹＬＺ－Ｚ－ﾕｰ上型，ＴＯＭＥコマンドをシミュレート）

＞ＭＥＬＣＯＭ－－－＞ＰＣ－９８００

＞ＭＥＬＣＯＭｆｉｌｅｎａｍｅ ？

＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．？

＞ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ ？

＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ）？

ファイル名

ドライブ番号

ファイル名

ＹまたはＮ

リターンキーのみ→ドライブ１になる

ファイル送信（ＴＥＬモードのＣＯＰＹＭＥＴＯｌファイル名，コマンドをシミュレート）

＞ＰＣ－９８００一一＞ＭＥＬＣＯＭ

＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．？

〉ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ ？

＞ＭＥＬＣＯＭｆｉｌｅｎａｍｅ ？

＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ）？

ドライブ番号

ファイル名

ファイル名

ＹまたはＮ

３．２九大コンピュータ（FACOMM-382）とのファイル転送

転送方向の選択

メッセージ キーイン

〉＊ＫＹＵＤＡＩ＊ｌ：ＦＡＣＯＭ一一＞ＰＣ－９８００

＞２：ＰＣ－９８００－－＞ＦＡＣＯＭ

リターンキーのみ→ドライブ１になる

備考

＞ＳＥＬＥＣ「（ｌＯＲ２：ｃａｎｃｅｌ－＞ｏｔｈｅｒｋｅｙ）？ ｌ（受信）、２（送信）

、

◎

ファイル受信（コマンドモーードのＬＩＳＴ データセット名．データセット識Bｌ コマンドをシミュレート）

＞ＦＡＣＯＭ一一一＞ＰＣ－９８００

＞ＦＡＣＯＭ DＳＮＡＭＥ ⑥
■

＞ ＱＵＡＬ ｌ Ｆ Ｉ Ｅ Ｒ － ？

＞ＰＣ－９８００。「ｉｗぅＮＯ？

〉ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ ？

＞ＳＵＲＥ（Ｙハ）？

データセット名

データセソト識別ｆ

ドライブ番号

ファイル名

ＹまたはＮ

FＯＲＴ／ＦＯＲＴ７７／ＤＡＴＡ／ＴＥＸＴｅｔｃ．．．

リターンキーのみ→ドライブ１になる ｡
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ファイル送信（コマンドモードのＥＤＩＴデータセット名ＮＥＷデータセット識別子コマンドによる

ＩＮＰＵＴモードをシミュレート）

＞ＰＣ－９８００一一一＞ＦＡＣＯＭ

＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．？

＞ Ｐ Ｃ －９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ ？

＞ＦＡＣＯＭ
，

ＤＳＮＡＭＥ ’ ？

＞ DＡＴＡＳＥＴＴＹＰＥ－？

＞ＳＵＲ Ｅ（ Ｙ／ Ｎ）？

ドライブ番号 リターンキーのみ→ドライブ１になる 。

ファイル名

データセット名

データセット識別子 FＯＲＴ７７（ＦＩＸＥＤ)／ＤＡＴＡ／ＴＥＸＴｅｔｃ．．．

ＹまたはＮ

＊ファイル転送等の異常時における処理：ＳＴＯＰキーによる割り込みでだいたい復旧するが、それでもリターンキー

等のキー入力を受けつけない状態になった時は伝家の宝刀？（全ての電源を切ってプログラムのロードからやり直し）

を使用する。

（以下プログラムリスト）

１０’ＫＡＤＡＩＴＳＳＴＥＲＭＩＮＡＬＣＯＮＴＲＯＬＰＲＯＧＲＡＭＦＯＲＰＣ－９８００，ＫＴＣＰ２１９，

２０， Ｖｅｒ、２．１９ｂｙＳ・Ｋｕｒｏ ｋｉ ：８ ５／ ０５ ／1 ８

３０，モノクロディスフ･レイテ､、カーソルヒョウシ．．：８３／０６／２２

４０，ＳＴＯＰキ ーニヨルＢＲＥＡＫシンゴウ：８３／０８／３１

５０，ＢＩＧＦＩＬＥ（＞８０モシー＊５００キ､･ヨウ）ノシ､､１シンニオケルカ､､へ､.－シ．、．コレクションショリ：８３／１２／０７

６ ０ ， Ｎｌｎｅｔｗｏｒｋニ ヨ ル キ ュ ウ タ ー イ （ Ｆ Ａ Ｃ Ｏ Ｍ ）トノファイルテンソウ：８５／０２／１９

７０，ｔｅｒ ｍｉ ｎａ ｌｍｏｄｅ＜一一＞ｐｒｏｇｒａｍｍ ｏ ｄ ｅ ノ キ リ カ エ ： ８ ５ ／ ０ ２ ／ ２ ２

８０’

９０ＤＥＦＩＮＴＡ－Ｚ

ｌＯＯＭＰＭＸ＝４００：ＭＰＣ＝０：ＤＩＭＭＰ＄（ＭＰＭＸ）

ｌｌＯＣ１＝０：Ｃ２＝０：Ｃ３＝０：Ｃ４＝０：Ｃ５＝４：Ｃ６＝６：Ｃ７＝０：ＲＳＳＷ＝０

ｌ２０ＣＳＲＣＬ＄＝，，’､＋ＣＨＲ＄（８）：ＣＲ＄＝ＣＨＲ＄（１３）：ＬＦ＄＝ＣＨＲ＄（１０）

ｌ３０ＥＳＣ＄＝ＣＨＲ＄（＆Ｈ１Ｂ）：ＨＡＬＴ＄＝ＥＳＣ＄＋､，Ｈ”：ＣＴＬ＄＝ＣＲ＄＋ＣＨＲ＄（９）＋ＥＳＣ＄＋ＣＨＲ＄（８）

１４０ＣＬＳ：ＧＯＳＵＢ＊ＴＩＴＬＥ

１５０ＧＯＳＵＢ＊ＬＰＴＳＥｒ

ｌ６０ＧＯＳＵＢ＊ＣＲＴＳＥＴ

ｌ７０ＧＯＳＵＢ＊ＴＩＴＬＥ：ＧＯＳＵＢ２０３０

１８０ＧＯＳＵＢ＊ＫＥＹＳＥＴ

ｌ９０ＣＯＬＯＲＣ６：ＰＲＩＮＴ’，（ＭＯＤＥＭ）：ＳＴＯＰキーニテＢＲＥＡＫシンコ､､ウヲオクッテク夕､､サイ１１，，：ＣＯＬＯＲＣ４

２００Ｋ＝０：Ｋ２＝０

２１００ＰＥＮ，，ＣＯＭｌ：Ｅ７１ＮＳ.，ＡＳ＃１：ＩＦＲＳＳＷＴＨＥＮＰＲＩＮＴ料１，ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）；ＣＲ＄；：ＲＳＳＷ＝０

２２００ＮＨＥＬＰＧＯＳＵＢ１６５０：ＨＥＬＰＯＮ

２３０Ｂ＄＝，'，，：ＯＮＳＴＯＰＧＯＳＵＢ５３０：ＳＴＯＰＯＮ

２４０ＫＥＹＯＮ

２５００ＮＫＥＹＧＯＳＵＢ４３０，５１０，５２０，２２８０，５９０，７００，１６８０，５６０，１７６０，３９０
２６０ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０

２７０，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＭＡＩＮＬＯＯＰ

２８０Ｘ＝ＰＯＳ（０）：Ｙ＝ＣＳＲＬＩＮ：ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（＆Ｈ８０）；：ＩＦＸ＝７９ＡＮＤＹ＝２４ＴＨＥＮＹ＝２３

２８５ＣＯＬＯＲ＠（Ｘ，Ｙ）－（Ｘ，Ｙ），２：ＬＯＣＡＴＥＸ，Ｙ

２９０Ｌ＝ＬＯＣ（１）：ＩＦＬＴＨＥＮＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＧＯＴＯ３４０

３００Ａ＄＝ＩＮＫＥＹ＄８１ＦＡ＄＝”，，ＴＨＥＮ２９０

３１０１ＦＡ＄＜，，，，ＴＨＥＮ３２０府ＬＳＥ３３０

３２０ＬＬ＝ＩＮＳＴＲ（ＣＴＬ＄，Ａ＄）：ＩＦＬＬ＝ｏＧＯＴＯ２９０ＥＬＳＥＩＦＬＬ＝４ＴＨＥＮＡ＄＝ＣＨＲｓ（１２７）

３３０ＰＲＩＮＴ＃１，Ａ＄；：ＧＯＴＯ２８０

３４０Ｃ＄＝，，'，

３５０Ｃ＄＝Ｃ＄＋ＩＮＰＵＴ＄（Ｌ，＃１）：ＩＦＲＩＧＨＴ＄（Ｃ＄，ｌ）＜＞ＣＲ＄ＧＯＴＯ３７０
３６０Ｌ＝ＬＯＣ（１）：ＩＦＬ＝ＯＴＨＥＮ３６０ＥＬＳＥ３５０

３７０ＰＲＩＮＴＣ＄；：ＩＦＫ２ＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＣ＄；

３８０Ｌ＝ＬＯＣ（１）：ＩＦＬ＝oＴＨＥＮ２８０ＥＬＳＥ３４０

３９０，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

４００ＣＬＯＳＥ：ＫＥＹＯＦＦ：ＨＥＬＰＯＦＦ

４０５ＫＥＹ１，’’１Ｃａ。，，＋ＣＨＲ＄（＆Ｈ２２）：ＫＥＹ２，'･ａｕｔｏ，’

４０６ＫＥＹ３，，'ｇｏｔｏ，，：ＫＥＹ４，，'ｌｉｓｔ’'：ＫＥＹ５，，.ｒｕｎ，，＋ＣＲ＄

４１０ＣＯＮＳＯＬＥＯ，２４，１，０：ＣＬＳ：ＥＮＤ：’一一一一一一一一一一一一一一一ＥＮＤ
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４２０’＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

４３０’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＴＥＲＭＩＮＡＬＭＯＤＥ

４４０ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯＯ：ＳＴＯＰＯＦＦ：ＨＥＬＰＯＦＦ：ＫＥＹＯＦＦ：ＣＯＮＳＯＬＥＯ，２４，１：ＣＬＳ

４５０ＰＲＩＮＴ＃１，：ＣＬＯＳＥ：ＴＥＲＭ，，Ｅ７１ＮＳ，，：ＧＯＳＵＢ＊ＣＲＴＳＥＴ：ＲＳＳＷ＝１
４６０ＲＥＴＵＲＮ２００

４７０，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

４８０ＲＥＳＵＭＥ２ ８ ０

４９０，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

５１０ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）；：ＲＥＴＵＲＮ２８０’一一一一一一一一一ＣＡＮＣＥＬ

５２０ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＰＲＩＮＴ＃１，，，ＮＴＳＳ，，：Ｋ＝ｌ：ＲＥＴＵＲＮ２８０’一一一一一一一一一ＮＴＳＳ

５３０ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；

５４０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ７００：ＯＵＴ＆Ｈ３２，＆Ｈ３Ｆ：ＮＥＸＴ：ＯＵＴ＆Ｈ３２，＆Ｈ３７：ＲＥＴＵＲＮ２８０’一一一一一一ＢＲＥＡＫ

５ ５０’一一一一一ＬＰＴｏｎ／ｏｆｆ

５６０１ＦＫ２＝１ＴＨＥＮＫ２＝０：ＣＯＬＯＲＣ６：ＰＲＩＮＴ，，ＰＲｌＮＴＥＲＯＦＦ１'，：ＢＥＥＰ：ＣＯＬＯＲＣ４：ＰＲＩＮＴ＃１，：ＲＥ

ＴＵＲＮ２８０

５７０ＩＦＬＰＴ＄＝'，，，ＴＨＥＮＬＰＴ＄＝，，Ｎ，，

５８０１ＦＫ２＝ｏＴＨＥＮＫ２＝１：ＬＰＲＩＮＴＥＳＣ＄；ＬＰＴ＄；：ＣＯＬＯＲＣ６：ＰＲＩＮＴ，，ＰＲＩＮＴＥＲＯＮ１，'：ＢＥＥＰ：ＣＯＬＯ

ＲＣ４：ＲＥＴＵＲＮ２８０

５９０ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＰＲＩＮＴ＃１，ＨＡＬＴ＄；：ＲＥＴＵＲＮ’－－－一一一一一一ＨＡＬＴ
６００＊ＣＲＴＳＥＴ

６１０ＷＩＤＴＨ８０，２５：ＣＯＮＳＯＬＥＯ，２５，０，０：ＣＯＬＯＲＣ７：ＣＬＳ：ＣＯＬＯＲ４

６２０ＰＲＩＮＴ’'１：ＴＥＲＭ２：ＣＡＮ３：ＮＴＳＳ４：ＩＤ５：ＨＡＬＴ，，；

６３０ＰＲＩＮＴ，’６：ＴＲＡＮＳ７：ＦＩＬＥＳ８：ＬＰＴｏｎ／ｏｆｆ９：ｃｈｅｃｋＦ１０：ＥＮＤ，，

６４０ＣＯＬＯＲＣ７：ＣＯＮＳＯＬＥ１，２５：ＣＯＬＯＲＣ４

６５０ＲＥＴＵＲＮ

６６０＊ＫＥＹＳＥＴ

６７０ＫＥＹ１，，､ＰＬＡＴＥＮ，’：ＫＥＹ２，ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）：ＫＥＹ３，，，ＮＴＳＳ，，＋ＣＲ＄：ＫＥＹ５，ＨＡＬＴ＄
６８０ＲＥＴＵＲＮ

６９０ＲＥＭ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＳＥＬＥＣＴＨＯＳＴ

７００ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＫＥＹＯＦＦ：ＯＮＳＴＯＰＧＯＳＵＢ＊ＩＮＴＲＰＴ：ＳＴＯＰＯＮ
７１０ＧＯＳＵＢ＊ＨＯＳＴＳＥＮＳＥ：ＧＯＴＯ７４０

７２０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞＊＊ＳＥＬＥＣＴＨＯＳＴ＊＊'’

７３０１ＮＰＵＴ，，＞１：ＫＡＤＡＩ（ｄｅｆａｕｌｔ）２:KYUDＡＩ（ｌＯＲ２），，；ＫＫ

７４０１ＦＫＫ＝００ＲＫＫ＝ｌＴＨＥＮ８４０

７５０１ＦＫＫ＝２ＴＨＥＮ＊ＫＹＵＤＡＩＦＥＬＳＥＢＥＥＰ：ＧＯＴＯ７２０

７６０＊ＨＯＳＴＳＥＮＳＥ

７７０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞ＨＯＳＴＳＥＮＳＥ．．．，，：ＰＲＩＮＴ

７８０ＰＲＩＮＴ＃１，，，，'；ＣＲ＄；：Ｂ＄＝'，，’

７９０Ｌ＝ＬＯＣ（１）：ＩＦＬ＝ＯＧＯＴＯ７９０

８００Ｂ１＄＝ＩＮＰＵＴ＄（１，１）：ＩＦＢ１＄＝'’１，，ＴＨＥＮＫＫ＝ｌ：ＲＥＴＵＲＮ

８１０Ｂ＄＝Ｂ＄＋Ｂ１＄：ＩＦＩＮＳＴＲ（Ｂ＄，，，ＲＥＡＤＹ，，）＝oＴＨＥＮ７９０

８２０１ＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞ＬＦ＄ＴＨＥＮ８２０ＥＬＳＥＫＫ＝２

８３０ＲＥＴＵＲＮ

８４０，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＦＩＬＥＴＲＡＮＳＦＥＲＦＯＲＫＡＤＡＩ

８５００ＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ＊ＥＲＴＲＰ

８６０ＰＲＩＮＴ料１，ＨＡＬＴ＄；：Ｃ＝０

８７０ＰＲＩＮＴ，，＞＜ＫＡＤＡＩ＞１：ＭＥＬＣＯＭ一一＞ＰＣ－９８００，，

８８０ＰＲＩＮＴ”＞２：ＰＣ－９８００一一＞ＭＥＬＣＯＭ，，

８９０ＩＮＰＵＴ，'＞ＳＥＬＥＣＴ（１０Ｒ２：ｃａｎｃｅｌ－＞ｏｔｈｅｒｋｅｙ），，；Ｃ：ＰＲＩＮＴ

９００ＩＦＣ＜１ＯＲＣ＞２ＴＨＥＮＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；ＣＲ＄；：ＧＯＴＯ１２５０

９１０ＩＮＰＵＴ，，＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ），，；ＹＮ＄：ＰＲＩＮＴ

９２０ＩＦＹＮ＄＜＞，，Ｙ”ＴＨＥＮ８７０

９３０１ＦＣ＝２ＴＨＥＮＧＯＴＯ１２８０

９４０，－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＭＥＬＣＯＭ一一＞ＰＣ

９５０ＰＲＩＮＴ，，＞ＭＥＬＣＯＭ一一一＞ＰＣ－９８００。，

９６０ＩＮＰＵＴ，，＞ＭＥＬＣＯＭｆｉｌｅｎａｍｅ’，；Ｆ１＄：ＰＲＩＮＴ

９７０１ＮＰＵＴ，'＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．，，；Ｆ２＄

９８０１ＦＦ２＄＜＞'，”ＴＨＥＮＦ２＄＝Ｆ２＄＋，，：，，

９９０ＩＮＰＵＴ’，＞ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ，，；Ｆ２Ｎ＄：ＰＲＩＮＴ

ｌＯＯＯＦ２＄＝Ｆ２ｓ＋Ｆ２Ｎ＄

１０１ ０ Ｉ Ｎ Ｐ Ｕ Ｔ，，＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ），，；ＹＮ＄

１０２０１ＦＹＮ＄＜＞，，Ｙ，，ＴＨＥＮ８７０

１０３００ＰＥＮＦ２＄ＦＯＲＯＵＴＰＵＴＡＳ＃２

１０４０ＰＲＩＮＴ＃１，ＥＳＣ＄；ＥＳＣ＄；，，ＱＵＩＴ，，；

１０５０ＰＲＩＮＴ，，＞１１１１１ＷＡＩＴＡＭＩＮＵＴＥ１１１１１，，：ＭＰＦ！＝ＦＲＥ（０）

１０６０ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；

１０７０ＰＲＩＮＴ＃１，’，Ｃ，，；ＣＨＲ＄（＆Ｈ２７）；Ｆ１＄；ＣＨＲ＄（＆Ｈ２７）
１０８０１ＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞，，Ｃ，，ＴＨＥＮｌＯ８０
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ｌＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞ＬＦ＄ＴＨＥＮ１０９０
Ｎ＝１：ＬＣＮＴ＝１

ＭＰＣ＝１：ＮＥ＝１

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃１，ＭＰ＄（ＭＰＣ）

ＩＦＬＥＮ（ＭＰ＄（ＭＰＣ））＝ｏＴＨＥＮＮＥ＝１：ＧＯＴＯ１１７０

ＣＯＬＯＲ４：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ’'＃＃＃＃＞，，；ＬＣＮＴ；：ＣＯＬＯＲＯ：ＰＲＩＮＴＭＰ＄（ＭＰＣ）
ＬＣＮＴ＝ＬＣＮＴ＋１

１ＦＭＰＣ＜ＭＰＭＸＴＨＥＮＭＰＣ＝ＭＰＣ＋１：ＧＯＴＯ１１２０ＥＬＳＥＰＲＩＮＴ＃１，ＨＡＬＴ＄；：ＮＥ＝Ｏ
ＦＯＲＩＮ＝１ＴＯＭＰＣ－ＮＥ

ＰＲＩＮＴ＃２，ＭＰ＄（１Ｎ）
Ｎ＝Ｎ＋１

ＮＥＸＴ

ＩＦＮＥ＝ＯＴＨＥＮＥＲＡＳＥＭＰ＄：ＭＰＦ！＝ＦＲＥ（０）：ＤＩＭＭＰ＄（ＭＰＭＸ）：ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；：ＧＯＴＯ

ＫＥＹＯＮ：ＣＬＯＳＥ＃２：ＣＯＬＯＲＣ２：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ’，＞〔ＣＯＭＰＬＥＴＥＤ１１〕’’

ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）；ＣＲ＄；
ＣＯＬＯＲＣ４：

ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０：

ＲＥＴＵＲＮ２３０

’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＰＣ一一＞ＭＥＬＣＯＭ
ＰＲＩＮＴ，，＞ＰＣ－９８００－－－＞ＭＥＬＣＯＭ，，

ＩＮＰＵＴ，，＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．、'；Ｆ１＄
ＩＦＦ１＄＜＞”，，ＴＨＥＮＦ１＄＝Ｆ１＄＋，'：，，

ＩＮＰＵＴ，，＞ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ”；Ｆ１Ｎ＄：ＰＲＩＮＴ
Ｆ１＄＝Ｆ１＄＋Ｆ１Ｎ＄

ＩＮＰＵＴ，，＞ＭＥＬＣＯＭｆｉｌｅｎａｍｅ，，；Ｆ２＄：ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴ両＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ）雨；ＹＮ＄
ＩＦＹＮ＄＜＞”Ｙ”ＴＨＥＮ８７０

ＯＰＥＮＦ１＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃２

ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；ＥＳＣ＄；，'Ｅ'，；

ＰＲＩＮＴ＃１，'，，，､；ＣＨＲ＄（＆Ｈ２７）；Ｆ２＄；ＣＨＲ＄（＆Ｈ２７）

・ＩＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞･’１，，ＴＨＥＮ１３９０

ＰＲＩＮＴ＃１，，，ＣＭＥＴＯ，'；ＣＨＲ＄（＆Ｈ２７）；Ｆ２＄；ＣＨＲ＄（＆Ｈ２７）
ＩＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞”！，，ＴＨＥＮ１４１０

１ＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞､，．，，ＴＨＥＮｌ４２０
ＬＣＮＴ＝l

ＷＨＩＬＥＮＯＴＥＯＦ（２）

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃２，Ｂ＄

ＰＲＩＮＴ＃１，Ｂ＄；：ＣＯＬＯＲＣ５：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ’､＃＃＃＃＜､，；ＬＣＮＴ；：ＣＯＬＯＲＣ４：ＰＲＩＮＴＢ＄
ＬＣＮＴ＝ＬＣＮＴ＋１

ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；

ＩＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞'，．”ＴＨＥＮｌ４９０
ＷＥＮＤ

ＰＲＩＮＴ#１，ＥＳＣ＄；，，Ｆ”；ＥＳＣ＄；'，Ｅ･’

Ｂ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（ＬＯＣ（１），１）：Ｂ＄＝，，，，：ＣＬＯＳＥ２：ＫＥＹＯＮ

ＣＯＬＯＲＣ２：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，'＞〔ｗＯＲＫＩＮＧ１！！〕，，

ＰＲＩＮＴ＃１，，'Ｃ，，；Ｆ２＄；'’ＯＶＥＲ，，；Ｆ２＄；､，（ＬＮ）'’
ＰＲＩＮＴ料１，，，Ｅ，，；Ｆ２＄

ＰＲＩＮＴ＃１，，，ＤＥｌ，，；ＣＲ＄；，'Ｃ，､；Ｆ２＄；，，ＯＶＥＲ，，；Ｆ２＄；，。，１，１，，
１ＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞，，＊，，ＴＨＥＮ１５７０

１ＦＬＯＣ（１）＜＞ｏＴＨＥＮ１５７０ＥＬＳＥＰＲＩＮＴ＃１，，，Ｅ'’
１ＦＩＮＰＵＴ＄（１，１）＜＞'’１，，ＴＨＥＮ１５９０

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ”＞（ＣＯＭＰＬＥＴＥＤ１１〕’，

Ｄ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（ＬＯＣ（１），＃１）：ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）；ＣＲ＄；：ＣＯＬＯＲＣ４
ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０

ＲＥＴＵＲＮ２３０

ＲＥＭ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＰＲＩＮＴ＃１，ＨＡＬＴ＄；： ’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＨＥＬＰ

ＣＯＬＯＲＣ４：ＣＬＳ：ＧＯＳＵＢ２０２０：

ＣＯＬＯＲＣ４：ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；：ＲＥＴＵＲＮ２８０

ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＰＲＩＮＴ：ＣＯＬＯＲＣ５：’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＦＩＬＥＳ

ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ＊ＥＲＴＲＰ

ＩＮＰＵＴ，，＞ＦＩＬＥＳｎ ｄｒｉｖｅＮｏ．”；Ｄ：ＩＦＤ＝ＯＴＨＥＮＤ＝１

ＣＯＬＯＲＣ４：ＦＩＬＥＳＤ：ＣＯＬＯＲＣ５：ＦＣ＝ＤＳＫＦ（Ｄ）

ＰＲＩＮＴ，，＞＊＊＊，，；ＦＣ；，，ｃｌｕｓｔｅｒｓｆｒｅｅ ＊＊＊，，：ＣＯＬＯＲＣ４

ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；：ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０：ＲＥＴＵＲＮ２３０

，－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ｃｈｅｃｋ
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黒木：マイクロコンピュータによるＴＳＳ端末プログラムの開発 1５５

１７６０ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄；：ＣＯＬＯＲＣ５：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞〔ＣＨＥＣＫＦＩＬＥ（ｐｕｓｈＳＰＡＣＥｋｅｙ－－＞ＳＬ
ＯＷＳＰＥＥＤＤＩＳＰＬＡＹ！）〕，，

１７７００ＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ＊ＥＲＴＲＰ

ｌ７８０ＣＯＬＯＲＣ４：ＩＮＰＵＴ，，＞＞ｄｒｉｖｅＮｏ．，'；ＦＣ＄：ＩＦＦＣ＄＜＞，，”ＴＨＥＮＦＣ＄＝ＦＣ＄＋，.：，，

１７９０ＩＮＰＵＴ，，＞ｆｉｌｅｎａｍｅ，，；ＦＣＮ＄：ＦＣ＄＝ＦＣ＄＋ＦＣＮ＄
１８００１ＦＦＣＮ＄＝，，'’ＧＯＴＯ１９１０

１８１０１ＦＫ２ＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＦＣＮ＄

１８２００ＰＥＮＦＣ＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃２

１８３０ＷＨＩＬＥＮＯＴＥＯＦ（２）

１８４０ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃２，ＣＦ＄
１８５０ＰＲＩＮＴＣＦ＄

１８６０１ＦＫ２＝ｌＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＣＦ＄

１８７０ＩＦＨＥＸ＄（ＩＮＰ（＆ＨＥ９））＝，，ＢＦ，，ＴＨＥＮＦＯＲＩ＝ｌＴＯ５００：ＮＥＸＴＩ

１８８０ＷＥＮＤ

１８９０ＣＬＯＳＥ＃２：ＣＯＬＯＲＣ５：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞〔ＥＮＤ〕，，：ＲＦＦＰ：ＣＯＬＯＲＣ４
１９００１ＦＩＮＫＥＹ＄＜＞”'･ＴＨＥＮ１９００

１９１０ＰＲＩＮＴ＃１ＤＣＲ＄；：ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０：ＲＥＴＵＲＮ２３０

１９２０＊ＬＰＴＳＥＴ：’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＬＰＴＳＥＴ
１９３０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ

１９４０ＩＮＰＵＴ，，＞ｕｓｅＰＲＩＮＴＥＲ（Ｙ／Ｎ），，；Ａ＄
１９５０１ＦＡ＄＝，，Ｎ'，ＯＲＡ＄＝，，，、ＴＨＥＮＲＥＴＵＲＮＥＬＳＥＩＦＡ＄＜＞'，Ｙ”ＴＨＥＮＢＥＥＰ：ＰＲＩＮＴ'，＞ＣＡＰ
Ｓｌｏｃｋ．．．，,；：ＧＯＴＯ１９４０
１９６０１ＦＩＮＫＥＹ＄＜＞'''，ＴＨＥＮ１９６０

１９７０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞＞ＰＲＩＮＴＥＲＯＮ１１，、：ＰＲＩＮＴ

ｌ９８０ＰＲＩＮＴ，’Ｎ：ｈｉｇｈｓｐｅｅｄｐｉｃａＰ：ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｌＱ：ｃｏｎｄｅｎｓｅ，，

１９９０ＰＲＩＮＴ，，Ｅ：ｅｌｉｔｅＨ：ｈｉｇｈｄｅｎｓｉｔｙｐｉｃａ，，：ＰＲＩＮＴ
２０００ＩＮＰＵＴ'，＞＞＞ＳＥＬＥＣＴＰＲＩＮＴＥＲＭＯＤＥ，，；ＬＰＴ＄：ＬＰＲＩＮＴＥＳＣ＄；ＬＰＴ＄；
２０１０ＲＥＴＵＲＮ

２０２０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ

２０３０ＰＲＩＮＴ，，＞＜＜ｆｕｎｃｔｉｏｎｋｅｙＣＯＭＭＡＮＤＬＩＳＴ＞＞ＨＥＬＰキーテ､、イツテ”モヒョウシ､、シマス．，，：ＰＲＩＮＴ
”＞，，

２０４０ＰＲＩＮＴ，，＞ｆ・’．．．．．．．ＴＥＲＭＴＥＲＭＩＮＡＬモート吟へ．〔ｓｈｉｆｔ〕＋〔ＳＴＯＰ〕テ霊ＢＡＳＩＣモー
トーヘ．，，

２０５０ＰＲＩＮＴ”＞ｆ・２．．．．．．．ＣＡＮＣＡＮＣＥＬシンコ．､ウヲオクル．１キ､､ヨウマッショウ．，，
２０６０ＰＲＩＮＴ”＞ｆ・３．．．．．．．ＮＴＳＳＮ１ネットワークヘノｌｉｎｋコマントー，，

２０７０ＰＲＩＮＴ，，＞ｆ・４．．．．．．．ＩＤＡｃｃｏｕｎｔ（トウロクハ､､ン．”ウ）ヲオクル．，，

２０８０ＰＲＩＮＴ，'＞ｆ・５．．．．．．．ＨＡＬＴＨＡＬＴシンコーウヲオクル．（ＤＩＳＰＬＡＹノＳＴＯＰ），，

２０９０ＰＲＩＮＴ，，＞ｆ・６．．．．．．．ＴＲＡＮＳｆｉｌｅテンソウモート､、（メッセーシ．、ニシタガッテソウサスル．），，

２１００ＰＲＩＮＴ，，＞ｆ・７．．．．．．．ＦＩＬＥＳｆｌｏｐｐｙｄｉｓｋノｄｉｒｅｃｔｏｒｙヲヒョウシ､､スル．，，
２１１０ＰＲＩＮＴ，，＞ｆ・８．．．．．．．ＬＰＴｏｎ／ｏｆｆＰＲＩＮＴＥＲｓｗｉｔｃｈＯＮ＜－＞ＯＦＦ，，

２１２０ＰＲＩＮＴ，､＞ｆ・９．．．．．．．ｃｈｅｃｋＦｆｌｏｐｐｙｄｉｓｋノｆｉｌｅノナイヨウヲヒョウシースル．，。
２１３０ＰＲＩＮＴ，，＞ｆ・１０．．．．．．．ＥＮＤＬＯＧＯＦＦノノチＰＲＯＧＲＡＭＥＮＤ（ＢＡＳＩＣモート唾ニモトール．
），，

２１４０ＰＲＩＮＴ，，＞ＨＥＬＰ．．．．．．．ＨＥＬＰイツテ､.モｆｕｎｃｔｉｏｎｋｅｙＣＯＭＭＡＮＤＬＩＳＴヲヒョウシ画ス
ル．､，

２１５０ＰＲＩＮＴ”＞ＳＴＯＰ．．．．．．．ＢＲＥＡＫキーＢＲＥＡＫシンコーウヲオクル．マタハｆｉｌｅテンソウチュウノＩＮＴＥ
ＲＲＵＰＴ．”

２１６０ＲＥＴＵＲＮ

２１７０＊ＴＩＴＬＥ

２１８０ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ

２１９０ＰＲＩＮＴ，、－－一一一一一一＝＝＝－＝＝一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝－一一一一一一一一一

２ ２００ＰＲＩＮＴ”＝＝＝

２２１０ＰＲＩＮＴ，’＝＝＝ＫＡＤＡＩＴＳＳＴＥＲＭＩＮＡＬＣＯＮＴＲＯＬＰＲＯＧＲＡＭＦＯＲＰＣ－９８００
２２２０ＰＲＩＮＴ，，＝＝＝，ＫＴＣＰ２１９，〔Ｎ８８－ＤＩＳＫＢＡＳＩＣ〕＝＝＝

２２３０ＰＲＩＮＴ，，＝＝＝１９８５，Ｍａｙ，１８Ｖｅｒ、２，１９ｂｙＳ，Ｋｕｒｏｋｉ＝＝＝
２ ２４０ＰＲＩＮＴ ， ， ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝

２２５０ＰＲＩＮＴ，，一一一一一一三一一一一一一一一一一＝＝＝＝＝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

２２６０ＰＲＩＮＴ

２２７０ＲＥＴＵＲＮ

２２８０ＰＲＩＮＴＣＳＲＣＬ＄：ＣＯＬＯＲＣ５：’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＩＤ
２２９０ＰＲＩＮＴ”＝＝ＡＣＣＯＵＮＴＳＥＬＥＣＴ１＝＝’，

２３００ＰＲＩＮＴ’’１：＃＃＃＃＃＃＃＃，＃＃＃＃＃＃＃料，＃＃＃＃＃＃＃＃，’
２３１０ＰＲＩＮＴ’’２：＃＃＃＃＃＃＃＃，＃＃＃＃＃＃＃＃，＃＃＃＃＃＃＃＃，，
２３２０ＰＲＩＮＴ’’３：＃＃＃＃＃＃＃＃，林縛＃＃＃＃＃＃，＃＃＃＃＃＃＃＃，，

２３３０ＰＲＩＮＴ”＞＞Ｎｏ．（１－３），，；：ＩＮＰＵＴＩＤ：ＣＯＬＯＲＣ４：ＩＦＩＤ＜ｌ０ＲＩＤ＞３Ｔ
ＨＥＮＢＥＥＰ：ＧＯＴＯ２３３０

２３４００ＮＩＤＧＯＴＯ２３５０，２３６０，２３７０
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ＰＲＩＮＴ＃１，，．鉢＃＃＃＃＃＃＃，＃＃＃＃＃＃＃＃，＃＃＃＃＃＃＃＃，，：ＲＥＴＵＲＮ

ＰＲＩＮＴ＃１，，，鉢＃＃＃＃稗＃料，杵＃＃＃＃料拝＃，＃杵杵＃＃＃＃＃，，：ＲＥＴＵＲＮ

ＰＲＩＮＴ＃１，，，軒＃＃＃材料＃＃，＃＃＃＃＃＃＃＃，材料＃＃＃＃＃＃，，：ＲＥＴＵＲＮ
９ －一一一一

＊ＥＲＴＲＰ

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ”＞＊＊＊ＰＣ－ＥＲＲＯＲｃｏｄｅ＝'･ＥＲＲ，’，ａｔ（，，ＥＲＬ”）＊＊＊，'：ＰＲＩＮＴ

ＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；：ＲＥＳＵＭＥ２４０
ｐ －一一一一

>0<ＩＮＴＲＰＴ

ＣＬＯＳＥ＃２：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ１，，：ＰＲＩＮＴ：ＲＦＦＰ：ＣＯＬＯＲＯ

ＲＥＴＵＲＮ２３０
ｐ －一．‐‐‐‐‐ ‐ ． ‐ ‐

＊ＫＹＵＤＡＩＦ：，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊>k＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ＦＩＬＥＴＲＡＮＳＦＥＲＦＯＲＫＹＵＤＡＩ

ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ＊ＥＲＴＲＰ

ＰＲＩＮＴ，，＞＊ＫＹＵＤＡＩ＊１：ＦＡＣＯＭ一一＞ＰＣ－９８００，，

ＰＲＩＮＴ”＞２： Ｐ Ｃ － ９ ８ ０ ０ － － ＞ Ｆ Ａ Ｃ Ｏ Ｍ，，

ＩＮＰＵＴ，，＞ＳＥＬＥＣＴ（ｌ０Ｒ２：ｃａｎｃｅｌ－＞ｏｔｈｅｒｋｅｙ）’，；Ｃ：ＰＲＩＮＴ

ＩＦＣ＜１ＯＲＣ＞２ＴＨＥＮＰＲＩＮＴ＃１，ＣＲ＄；：ＧＯＴＯ２９１０

１ＮＰＵＴ，，＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ），，；ＹＮ＄：ＰＲＩＮＴ
ＩＦＹＮ＄＜＞，'Ｙ”ＴＨＥＮ２４９０

ＩＦＣ＝２ＴＨＥＮＧＯＴＯ２９３０

’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ＦＡＣＯＭ一一＞ＰＣ

ＰＲＩＮＴ”＞ＦＡＣＯＭ一一一＞ＰＣ－９８００”

ＩＮＰＵＴ，，＞ＦＡＣＯＭ，ＤＳＮＡＭＥ，，，；Ｆ１＄

ＩＮＰＵＴ，､＞．．．ＱＵＡＬＩＦＩＥＲ－”；Ｆ１Ｑ＄：ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴ，，＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．、，；Ｆ２＄

ＩＦＦ２＄＜＞，，'，ＴＨＥＮＦ２＄＝Ｆ２＄＋､'：，，

ＩＮＰＵＴ，，＞ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ，'；Ｆ２Ｎ＄：ＰＲＩＮＴ

Ｆ２＄＝Ｆ２＄＋Ｆ２Ｎ＄

ＩＮＰＵＴ，'＞ＳＵＲＥ（Ｙ／Ｎ）”；ＹＮ＄

ＩＦＹＮ＄＜＞，，Ｙ，，ＴＨＥＮ２４９０

ＯＰＥＮＦ２＄ＦＯＲＯＵＴＰＵＴＡＳ＃２

ＴＲＡＮＳ＄＝，，ＬＩＳＴ，，＋Ｆ１＄：ＩＦＦ１Ｑ＄＜＞､'，’ＴＨＥＮＴＲＡＮＳ＄＝ＴＲＡＮＳ＄＋''．，'＋Ｆ１Ｑ＄

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞１１１１１ＷＡＩＴＡＭＩＮＵＴＥ１１１１１”：ＰＲＩＮＴ：ＭＰＦ！＝ＦＲＥ（０）

ＭＰＴ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（ＬＯＣ（１），１）：ＰＲＩＮＴ＃１，ＴＲＡＮＳ＄；ＣＲ＄；：ＭＰＴ＄＝，'，，

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃１，ＭＰＴ＄：ＩＦＭＰＴ＄＝，，'，ＴＨＥＮ２７００

IＦＩＮＳＴＲ（ＭＰＴ＄，，，ＫＥＱ，，）＝ｏＴＨＥＮＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：ＧＯＴＯ２７００

IＦＩＮＳＴＲ（ＭＰＴ＄，，，ＫＥＱ５２８００１，，）＜＞ｏＧＯＴＯ２７５０

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，'＞＊＊＊ＴＲＡＮＳＥＲＲＯＲ＊＊＊＞＞ＲＥＴＲＹＯＮＲＥＡＤＹＭＯＤＥ１１，，

ＰＲＩＮＴ：ＢＥＥＰ：ＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：ＣＬＯＳＥ＃２：ＫＩＬＬＦ２＄：ＧＯＴＯ２９００

ＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：

Ｎ＝１：ＬＣＮＴ＝１

ＭＰＣ＝１：ＮＥ＝ｌ

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ林１，ＭＰＴ＄：ＩＦＭＰＴ＄＝，，”ＴＨＥＮ２７８０

１ＦＩＮＳＴＲ（ＭＰＴ＄，'，ＫＥＱ５２８０２１ＥＮＤＯＦＤＡＴＡ，，）＜＞ｏＴＨＥＮＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：ＮＥ＝ｌ：ＧＯＴＯ２８

ＭＰ＄（ＭＰＣ）＝ＭＩＤ＄（ＭＰＴ＄，６）

ＣＯＬＯＲ４：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，'＃＃＃＃＞”；ＬＣＮＴ；：ＣＯＬＯＲＯ：ＰＲＩＮＴＭＰ＄（ＭＰＣ）

ＬＣＮＴ＝ＬＣＮＴ＋１

１ＦＭＰＣ＜ＭＰＭＸＴＨＥＮＭＰＣ＝ＭＰＣ＋１：ＧＯＴＯ２７８０ＥＬＳＥＰＲＩＮＴ＃１，ＨＡＬＴ＄；：ＮＥ＝ｏ

ＦＯＲＩＮ＝１ＴＯＭＰＣ－ＮＥ

ＰＲＩＮＴ＃２，ＭＰ＄（１Ｎ）

Ｎ＝Ｎ＋ｌ

ＮＥＸＴ

ＩＦＮＥ＝ｏＴＨＥＮＥＲＡＳＥＭＰ＄：ＭＰＦ！＝ＦＲＥ（０）：ＤＩＭＭＰ＄（ＭＰＭＸ）：ＰＲＩＮＴ＃１，ＨＡＬＴ＄；：ＧＯＴＯ２７７０

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞ＣＯＭＰＬＥＴＥ，，

ＫＥＹＯＭＣＬＯＳＥ＃２：ＰＲＩＮＴ＃１，ＥＳＣ＄；ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）；

ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０

ＲＥＴＵＲＮ２３０
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ＰＲＩＮＴ，，＞ＰＣ－９８００一一一＞ＦＡＣＯＭ､，

ＩＮＰＵＴ’，＞ＰＣ－９８００ｄｒｉｖｅＮＯ．，，；Ｆ１＄

ＩＦＦ１＄＜＞，，”ＴＨＥＮＦ１＄＝Ｆ１＄＋、，：，，

ＩＮＰＵＴ’，＞ＰＣ－９８００ｆｉｌｅｎａｍｅ，，；ＦｌＮ＄：ＰＲＩＮＴ

Ｆ１＄＝Ｆ１＄＋Ｆ１Ｎ＄

ＩＮＰＵＴ，，＞ＦＡＣＯＭ，ＤＳＮＡＭＥ，，，；Ｆ２＄

ＩＮＰＵＴ’，＞．．、ＤＡＴＡＳＥＴＴＹＰＥ－，，；Ｆ３＄：ＰＲＩＮＴ
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Ｌ＝ＬＯＣ（１）：ＩＦＬ＜＞ｏＴＨＥＮＤ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（Ｌ，１）：ＧＯＴＯ３２６０

ＰＲＩＮＴ＃１，，，ＥＮＤＳＡＶＥ･'；ＣＲ＄；ＣＨＲ＄（＆Ｈ１８）；
ＩＦＩＮＫＥＹ＄＜＞，，”ＴＨＥＮ３２８０

ＣＬＯＳＥ＃２：ＫＥＹＯＮ

ＯＮＥＲＲＯＲＧＯＴＯ４８０

ＲＥＴＵＲＮ２３０

ＩＮＰＵＴ，， ＞ Ｓ Ｕ Ｒ Ｅ （ Ｙ ／ Ｎ ） ， ， ； ＹＮ＄

ＩＦＹＮ＄＜＞'，Ｙ，，ＴＨＥＮ２４９０

ＯＰＥＮＦ１＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃２

ＴＲＡＮＳ＄＝，'ＥＤＩＴ，'＋Ｆ２＄＋，，ＮＥＷ，，＋Ｆ３＄

ＰＲＩＮＴ＃１，ＴＲＡＮＳ＄；ＣＲ＄；

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃１，ＭＰＴ＄

ＩＦＩＮＳＴＲ（ＭＰＴ＄，，，ＲＥＡＤＹ，，）＝ｏＧＯＴＯ３１００

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ，，＞＊＊＊ＣＯＭＭＡＮＤＥＲＲＯＲ＊＊＊＞＞ＲＥＴＲＹ１１，，：ＰＲＩＮＴ

ＲＦＦＰ：ＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：ＧＯＴＯ３２９０

１ＦＩＮＳＴＲ（ＭＰＴ＄，'，ＩＮＰＵＴ，，）＝ｏＴＨＥＮＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：ＧＯＴＯ３０６０ＥＬＳＥＰＲＩＮＴＭＰＴ＄

Ｂ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（１，１）：ＩＦＢ＄＜＞，，，，ＴＨＥＮＧＯＴＯ３１１０

ＰＲＩＮＴ＃１，ＥＳＣ＄；，,Ｅ，，；

ＬＣＮＴ＝１

ＷＨＩＬＥＮＯＴＥＯＦ（２）

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃２，Ｂ＄：ＩＦＢ＄＝，'，，ＴＨＥＮ３１５０

ＰＲＩＮＴ＃１，Ｂ＄；ＣＲ＄；

ＣＯＬＯＲＣ５：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ，，＃＃＃＃＜”；ＬＣＮＴ；：ＣＯＬＯＲＣ４：ＰＲＩＮＴＢ＄

Ｂ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（１，１）：ＩＦＢ＄＜＞ＣＲ＄ＧＯＴＯ３１８０

Ｂ＄＝ＩＮＰＵＴ＄（１，１）：ＩＦＢ＄＜＞，，，，ＧＯＴＯ３１９０
ＬＣＮＴ＝ＬＣＮＴ＋１

ＷＥＮＤ

ＰＲＩＮＴ＃１，，，，，；ＣＲ＄；ＥＳＣ＄；，，Ｅ'，；
ＰＲＩＮＴ’､＞ＣＯＭＰＬＥＴＥ'’

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃１，ＭＰＴ＄：ＩＦＭＰＴ＄＝，'，，ＴＨＥＮ３２４０

IＦＩＮＳＴＲ（ＭＰＴ＄，，，ＥＤＩＴ，，）＝ＯＴＨＥＮＰＲＩＮＴＭＰＴ＄：ＧＯＴＯ３２４０ＥＬＳＥＰＲＩＮＴＭＰＴ＄
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黒木：マイクロコンピュータによるＴＳＳ端末プログラムの開発


